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拡大し縮小する差 

 

池の周りの遊歩道を，Ａ，Ｂ，Ｃの３人が同時に出発し，何周もします。ＡとＢは時計回りに，Ｃは反時

計回りに進み，ＡとＣは同じ地点から出発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡとＣがすれ違った次にＢとＣがすれ違うまでの時間を調べたところ，途中で，１９分，７分，１５分と

なりました。次の問いに答えなさい。 

 

（１）ＢとＣは１回目にすれ違ってからは何分ごとにすれ違いますか。考えられるものをすべて答えなさい。 

 

（２）ＡとＣは何分ごとにすれ違いますか。考えられる時間を短い順に３つ答えなさい。 

 

（３）ＢとＣが１回目にすれ違ったのは，出発してから何分後ですか。考えられるものをすべて答えなさい。 
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拡大し縮小する差 

（１）２０分 （２）１２分，３２分，５２分 （３）３分後，７分後，１１分後，１５分後，１９分後 

 

（１）ＡとＣは一定の時間，例えば□分ごとにすれ違います。ＢとＣは，□分より１９－７＝１２（分）少

ない時間で何回かすれ違い，１５－７＝８（分）多い時間でも何回かすれ違うので，分の単位で 

１２＋８＝２０の約数にあたる時間ごとにすれ違います。２０の約数のうちで１９，７，１５より大き

いのは２０のみなので，２０分ごとにＢとＣはすれ違います。 

 

（２）（１）より，ＡとＣは，分の単位において，２０の倍数より１２多い時間ごとにすれ違います。ただ

し，１９分と７分の間でＢとＣが１回もすれ違わない場合も考えられるので， 

２０×０＋１２＝１２（分）ごと， 

２０×１＋１２＝３２（分）ごと， 

２０×２＋１２＝５２（分）ごと，が答えとなります。 

この答えはもちろん，分の単位において２０の倍数よりも８少ない時間ごとにすれ違うと考えた場合

にも一致して， 

２０×１－８＝１２（分）ごと， 

２０×２－８＝３２（分）ごと， 

２０×３－８＝５２（分）ごと，となります。 

 

（３）（２）よりＡとＣは，分の単位において２０で割って１２余る時間ごとにすれ違うので，ＡとＣがす

れ違った次にＢとＣがすれ違うまでの時間は， 

     １９分， 

     １９－１２＝７（分）， 

     ７－１２＋２０＝１５（分）， 

     １５－１２＝３（分）， 

     ３－１２＋２０＝１１（分）， 

     １１－１２＋２０＝１９（分），…以降はくり返しとなって，１９分，７分，１５分，３分， 

１１分のくり返しとなります。ＡとＣは出発地点が同じなので，ＡとＣの最初のすれ違いは０分後とみ

なすことができるので，３分後，７分後，１１分後，１５分後，１９分後が答えとなります。 
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